
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和８年２月２８日 １１時３０分頃 

発生場所 石川県能登町宇
う

出津
し つ

港南南東方沖 

 宇出津港西防波堤灯台から真方位１５９°１.７５海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３７°１６.１′ 東経１３７°１０.１′） 

事故の概要 ミニボート（船名なし）は、航行中、転覆した。 

事故調査の経過 令和８年３月５日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ミニボート （船名なし）、総トン数なし（長さ約２.７ｍ） 

なし、個人所有 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本事故当日の出航前の本船（操縦者提供） 

 乗組員等に関する情報 操縦者、操縦免許 なし 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機に濡損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、視界 良好 

 事故発生場所の北北東方約１２Ｍに位置する珠洲
す ず

地域気象観測所に

おける２月２８日の観測値は、次のとおりであった。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海象：うねり 波高約１ｍ（操縦者の目測による） 波向北北西、水

温 約１１℃ 

 本事故当時、能登町に気象及び海象に関する注意報及び警報は発表

されていなかった。 

刻 

(時:分) 

平均 最大瞬間 

風速 

(m/s) 
風向 

風速 

(m/s) 
風向 

06:30 3.3 北北西 6.7 北北西 

07:30 3.3 北北西 5.5 北北西 

08:30 3.1 北西 4.8 北西 

09:30 2.2 北西 5.1 西北西 

10:30 3.5 北北西 6.1 北北西 

11:30 4.3 北北西 7.0 北北西 

12:30 5.0 北北西 8.5 北北西 

 事故の経過 (1) 本事故発生の状況 

   操縦者が出航前にウェブサイトで気象・海象の予報を確認した

ところ、本事故当日の午前中は波高約０.２ｍ、風速約２～３m/s

であり、午後から風速が約５～６m/s になるとの予報であった。 

   操縦者は、自身が出航を中止する際の目安としていた波高約 

０.４ｍ以上又は風速４m/s 以上（予報値）ではなく、出航場所か

ら見える範囲の海面に波が立っていなかったので、昼までに帰航

するつもりで出航することとした。 

   本船（２馬力の船外機搭載）は、操縦者（ベスト型固型式救命

胴衣・桜マークなし及び腰巻型自動膨張式救命胴衣・桜マークあ

り着用）が１人で乗り、０６時３０分頃に能登町藤波漁港を出航

した。 

   操縦者は、０８時００分頃に藤波漁港南南東方沖約２Ｍの釣り

場に到着し、船外機のシフトレバーを中立として漂泊しながら釣

りを開始した。 

  （図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

   操縦者が釣りを開始した当初、波高が約０.２ｍ、風速が約３

m/s（いずれも操縦者の目測及び体感による、以下同じ。）であっ

たが、その後、徐々に波高が高くなり、また、風も強くなって

いった。しかし、操縦者は、もう少し釣りを続けたいと思い、釣

りを中止しなかった。 

   操縦者は、北西寄りの風及び同方向からの波によって南東方に

流されては、漂泊開始場所まで戻ることを繰り返しながら釣りを

続けていたが、本船が流される速力が速くなったように感じたの

で、１０時３０分頃に周囲の海面を確認したところ、所々に白波

が発生して波高が約０.５ｍを超えるようになっていた。 

   操縦者は、危険を感じて海中に投入していた釣り具を引き上

げ、藤波漁港に向けて、約５～６km/h の対地速力で本船の帰航を

開始した。 

   操縦者は、北北西方からの波高約０.５～１.０ｍの波を正船首



方から受け、体に波しぶきをかぶりながら本船を北北西進させて

いたが、本船は、波の山を越えて谷に落ちるたびに船外機が停止

して、船首が南南東方を向き、そのまま南南東方に流された。 

   操縦者は船外機が停止するたびに再始動し、本船は船首を北北

西方に向けて帰航を再開していたが、風が強まって波高が約１ｍ

に達するようになった。本船は、北北西進中に船首方から波をか

ぶり、また、船外機が停止して船首が南南東方を向いた際に船尾

方からも波をかぶり、船尾部に徐々に海水が滞留するようになっ

た。 

   船尾部に座って操船していた操縦者は、自身の足元に３０～ 

４０cm の高さ（船底から船縁までの高さの約半分）まで海水が滞

留していたので危険を感じ、バケツで排水しながら船首を北北西

方に向けようとしていたところ、船首が東北東方を向いた１１時

３０分頃、本船は左舷方からの波高約１.０ｍの波を受けて右舷方

に傾斜して転覆した。 

   操縦者は、海中に投げ出されたが、救命胴衣が自動で膨張して

海面に浮上した。本船の左舷側から船底に上がろうとしたが、操

縦者が左舷側に体重を掛けるたびに本船は回転するように転覆を

繰り返し、船底に上がることができなかった。 

   操縦者は、胸のポケットに入れていた防水型のスマートフォン

で１１８番通報を行い、救助を待った。なお、この間に本船は南

南東方に漂流して行方不明となった。 

   操縦者は、１２時２０分頃に到着した巡視艇に救助され、宇出

津港に到着した後、救急車によって付近の病院に搬送されたが、

外傷等はなく、入院せずに帰宅した。 

(2) 操縦者及び本船の情報 

   操縦者は、５年前に本船を知人から譲渡され、５年間で約５０

回の操縦経験があり、事故発生場所付近での操縦経験は５～１０

回あった。 

   本船は、これまでに本事故当日と同程度の予報で出航し、気

象・海象が悪化した時点で帰航したことがあったが、その時は沖

から陸に向かう風及び波であったので、追い風及び追い波の状態

で無難に帰航できた。 

   操縦者は、本事故当日、出航前に気象・海象の予報を確認した

際、波高及び風速には注意していたが、風向は確認していなかっ

た。 

   操縦者は、救命胴衣のほか、帽子、スキーウェアタイプの防寒

着の上下、長靴を着用していた。 

   操縦者の目測による本船の水面から船縁までの高さは、操縦者

が乗船し、釣り具等を積載した状態で約３５cmであった。 



   本船に排水口はなかった。 

(3) ミニボートの安全情報 

   文献*1によれば、次のとおりである。 

   ・ミニボートが安全に航行できる波の範囲は、水面から船縁ま

での高さの半分以下である波高０.２ｍまで、風速では４m/s

以下を目安として考えること。 

   ・ミニボートが安全に航行できる範囲は、船体の強度、耐久

性、波に対する強さ、エンジンの連続運転時間等を考慮する

と、おおむね岸から１km以内といえる。 

(4) 荒天時の操縦 

   文献*2によれば、次のとおりである。 

   ・波を船首方向から受けると転覆の危険度は最も低くなるが、

波に船首が突っ込んだり、船首・船尾が上下する縦揺れ

（ピッチング）が発生したり、持ち上げられた船首が水面に

叩
たた

き付けられる衝撃が大きくなる。 

   ・波を斜め前方（波の進行方向に対して３０°程度）から受け

るように航行すると、ピッチングが発生しにくく、衝撃を和

らげることができる。 

分析 (1) 操縦者は、出航前に気象・海象の予報を確認した際、風速及び

波高を見て、過去に同程度の条件で無難に帰航できた経験があっ

たことから出航したものの、風向の予報を確認していなかったも

のと考えられる。 

(2) 操縦者は、釣り場に到着後、気象・海象が悪化していったが、

釣りを続けたいという思いから、釣りを中止して帰航を開始する

のが遅れたものと考えられる。 

(3) 本船は、ミニボートを航行する際に推奨される岸から１kmの範

囲を越え、最寄りの漁港の南南東方沖２Ｍ（約３.７km）の釣り場

から帰航を開始したことから、悪化した気象・海象下での帰航が

困難になったものと考えられる。 

(4) 本船は、正船首方向から波を受けながら航行していたことか

ら、ピッチングが大きくなり、船外機のプロペラにレーシング*3が

発生して停止を繰り返したものと考えられる。 

(5) 本船は、水面から船縁までの高さ（約３５cm）を大きく越える

波高約１.０ｍの波が船首及び船尾から流入して船尾部に滞留し、

船体のバランスが悪化していたものと考えられる。 

 
*1 「ミニボートに乗る前に知っておきたい安全知識と準備」（平成２３年度 国土交通省海事局） 

https://www.mlit.go.jp/maritime/senpaku/miniboat/miniboat_final_pdf_0127.pdf 
*2 「小型船舶の航行の安全に関する教則」（令和５年４月１日 国土交通省） 

https://www.mlit.go.jp/common/001179926.pdf 
*3 「レーシング」とは、波高が高い海域を航行中、プロペラの全部又は一部が水面上に出て、プロペラが一時的

に過回転を起こすことをいい、プロペラが再び水中に没した際、急激な回転数の低下が起きる。 



(6) 本船は、転覆の直前、船首が東北東方を向いていたことから、

左舷方からの波高約１.０ｍの波を受けて、右舷方に傾斜したもの

と考えられる。 

(7) (1)～(6)から、本船は転覆したものと考えられる。 

(8) 操縦者は、救命胴衣を適切に着用し、防水型の携帯電話を所持

していたことから、本船の転覆後、海面に浮上して海上保安庁に

通報することができ、安全に救助されたものと考えられる。 

原因  本事故は、操縦者が、気象・海象が悪化する状況下、早期に帰航を

開始しなかったため、本船が、帰航中に船縁を越える高さの波が船内

に流入して船体のバランスが悪化し、左舷方からの波を受けて右舷方

に傾斜して転覆したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・ミニボートは乾舷が低く波が入りやすい構造であることから、ミ

ニボートの操縦者は、海上では常時風や波の変化を監視し、気

象・海象の悪化の兆候があれば速やかに帰港したり、避難したり

すること。 

 ・ミニボートの操縦者は、出航前に気象・海象の予報を確認する

際、特定の項目のみに着目せず、風向、風速、波高、波向、注意

報、警報等、全ての情報を確認するとともに、風や波の影響を受

けやすいミニボートの構造を考慮し、出航の可否を適切に判断す

ること。 

・沖合は沿岸部より波高が高くなる傾向があることから、ミニボー

トの操縦者は、気象・海象の急変時に直ちに帰港や避難ができる

よう、航行する海域は陸岸からおおむね１km以内とすることが望

ましい。 

 


